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ここどどももエエココククララブブササママーーキキャャンンププ開開催催！！！！  
 夏本番！毎日暑いですね。日差しが肌に当たるだけで、ジリジリとやける音が聞こえてきそうです。 

 さて、７月３０日（土）・３１日（日）に、群馬県こどもエコクラブサマーキャンプが開催されまし

た。今年度は、９クラブから１４７名（クラブ員１０１名、サポーター３７名、事務局９名）が参加

し、昭和村の自然の中での体験活動を通して、他のクラブと楽しく交流を図りました。 

《１日目》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出発式終了後、大木環境・森林局理事と 

サポーターズ・ニュース 
エコまる 

ぐんまけんこどもエコクラブ 

 
いい名前、思いついた？ 

 

 
うまく火がつくかな？ 

班づくり 

自己紹介をしたあと、自分た

ちの班の名前を考えました。

あれ？「スカラベ（和名：フ

ンコロガシ）」って名前をつ

けたの、どの班だっけ？ 

 

う～っ！煙が目にしみるぅ！！ 

 
おいしくできたね。 

いただきま～す！ 

 
さすが！慣れた手つきですね。 班旗づくり 

地球を守ろうという願いを込めて。みんなで

アイディアを出し合って、完成させました。 

アウトドアクッキング 

野外炊事場で班ごとに料理開始。さすがエコクラブ!?手際よく

作業が進み、思っていたよりも早く料理ができあがりました。 



《２日目》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度のサマーキャンプは、クラブの枠を取り払って作った班での活動が中心だったので、１日目

の班づくりでは、初めて会う友達との話し合いにみんな緊張気味でしたが、活動を続けるうちに徐々

にうちとけ、ウォークラリーを行う頃にはどの班もすっかり仲良くなっていました。 

冬には群馬県こどもエコクラブ交流会があります。今回のサマーキャンプに参加できなかったクラ

ブのみなさんにも、ぜひご参加下さい。他のクラブとの交流はよい刺激になると思いますよ。 

 また、来年度のサマーキャンプにむけて、「○○○を会場にするといいよ」「こんな活動をするとい

いよ」など、参考になる情報やご意見がありましたら事務局までお寄せ下さい。お待ちしています！ 

 

 

 

 

 

 

 

☆―編集後記―☆ 

キャンプは２日間とも天気に恵まれ、天体観

測以外はどの活動も予定通りに行うことが

できました。でも、そのおかげで腕がうっす

ら小麦色に…。紫外線、恐るべし。（中仙道） 

〒371-8570 群馬県前橋市大手町１－１－１ 
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朝のラジオ体操 

まだ、みんな眠そうです。 

 

ウォークラリー 

横浜市少年自然の家をスタート。コマ図をたよりに、コースを進

んでいきます。林をぬけて畑のすぐそばを歩きながら、ゴールの

追分住民センターをめざしました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
奥利根ワイナリー前で休憩。 

疲れたあ～！ 

林の中で班ごとに 

パチリ。 

解散式 

ふれあいグリーンパークで解散式。 

班長さんにサマーキャンプの感想を

発表してもらいました。２日間、み

んなのリーダーとして大活躍してく

れました。お疲れ様でした。 


